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 12 月上旬、宇都宮市西郊の古賀志山

（ 583ｍ）に出かけた。低山ながら、鉄

バシゴやクサリ場等、なかなか変化に富

んだ岩山である。東北道を鹿沼ＩＣで下

りると鹿沼市街地のすぐ裏手に見える、

ゴジラの背のような岩ゴツゴツの山が

古賀志山である。市民に愛される里山ら

しく様々なバラエティーコースがある

が、今回は滝コースを登り、御岳と古賀

志山本峰の山頂を踏み、北コースを下る

計画にした。広々とした森林公園駐車場

に車を置き 9 時出発。管理センター前か

らトリム遊歩道を登り、古賀志山の南麓

を巡る林道を滝コース登山口までブラ

ブラ歩く。登山口から沢沿いのジメジメ

した道を登り、10 時半不動滝に着いた。

滝下の祠を取り巻きオーバーハング気

味の岸壁が屏風のように立ち並ぶ。人気

のロッククライミングゲレンデの一つ

と聞くが、今日は人影一つなかった。  

 岩壁の下を右に回り込んで、岩クズ混

じりのジグザグ道を急登して 11 時 15

分、古賀志山と御岳の中間のコルに這い

上がった。そこから稜線伝いに左に進み、

鎖場と鉄バシゴを 伝って岩場を 乗 り越

し、御岳頂上に着いたのが 11 時 2 0 分。

明るい山頂広場は眺望が素晴らしい。日

光連山や宇都 宮の町並 みを眺

めながら弁当を広げた。 12 時

出発で往路を 先程のコ ルまで

下り、そのまま岩稜を東にたど

り、12 時 20 分古賀志山本峰山

頂。山頂広場は樹林に囲まれ展

望なし。

しかし、

さ す が

は 人 気

の 山 、

行き交う人が多い。ほとんどが地元の人

達であろう、運動靴、ジャージーに水筒

だけの軽装である 。登山靴に山 装 備の

我々の方がいささ か気恥ずかし い 思い

だった。古賀志山山頂から富士見峠へは、

かなり急な勾配を 落ち葉を蹴散 ら しな

がら下る。富士見峠で進路を右に取り、

北コースを赤川ダムに向け下る。 1 3 時

半細野ダム下。後は、周囲の山々の黄金

色に染める カラマ ツ林 や目の覚 め るよ

うな紅葉 を愛でな がら赤川湖畔 を 漫歩

し、駐車場に帰り着いたのが 14 時。  

 帰路、殊勝に家への土産に、宇都宮名

物のギョウザをしこたま買いこんだ。  
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